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1 概要
商品の使用者が、機能や性能などに関して競合製品と

の違いを書いた意見文は、使用者が使っている商品の開

発者にとって商品の改善のために有効である。なぜなら、

開発者は使用者がどのような機能や性能に不満があるの

か、もし不満があるならばどう改善すれば満足するのか

のヒントが得られるからである。我々は、このような同

種の商品やメーカーが比較評価されて書かれている意見

を抽出する方式を提案・実装し、Yahoo! 知恵袋のデー

タから携帯電話などを対象として比較意見を抽出した。

その結果、商品改善に有効な比較意見が得られることを

確認した。

2 序論
近年、商品の使用者が、インターネット上のブログな

どで使用商品に関する事実や意見を大量に発信するよう

になっている。使用者が商品に対して持ったこのような

意見には、「携帯電話 Bの画面が暗くて見にくい」など

の否定的意見 (不満)が含まれており、商品の開発者が

使用者の不満を把握できれば、不満を改善するための対

策を施した次期商品を開発することができ、次期商品に

おいてユーザ満足度が向上すると考えられる。

しかし、使用者が書く不満には、「携帯電話Aには B

があるのに、携帯電話Cに Bがないのはおかしい」など

の比較を用いて、携帯電話 Cには携帯電話 Aとは違っ

て Bがないので満足していないことを表した比較意見

や、「携帯電話Dを 1週間充電しなくてもずっと使える

ようにしてくれたらいいのに」などの、現状の携帯電話

Dに不満を持っているのはわかるが、実現できるかわか

らない使用者要求が書かれている意見も存在する。ユー

ザが書き込んだ意見を利用して消費者の期待に沿った商

品開発をするためには、意見の中でも、ある商品では実

現されているが、使用者の商品では実現されていないこ

とが比較して書かれた比較意見を抽出することが重要で

ある。なぜなら、具体的にどこまで改善すれば使用者が

満足するのかが比較対象の商品からわかり、かつ他の商

品で実現されている機能や性能なので、実現可能な使用

者要求だからである。

山崎らは、競合事物との比較から目的事物の優位点や

欠点、相異点などを知るために、競合事物を比較した意

見文をテキストから抽出し、競合事物対がどのような関

係にあるかを判定する手法を提案した [2]。この手法で抽
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出する意見文のうち、競合事物対のそれぞれの特徴を表

した意見文が、我々が抽出する比較意見文に類似してお

り、比較文抽出規則によって比較意見文を抽出している。

本論文では、下記の例のような評価の良し悪しを表す

肯定評価表現と否定評価表現に関して、比較可能な肯定

評価表現と否定評価表現を人手で対応付けて比較評価表

現辞書を作成し、比較意見文を抽出する。比較意見文の

例と改善された状態を以下に示す (下線は評価表現)：

• 携帯電話 Eの液晶画面は綺麗だが、携帯電話 Fは

汚い (改善状態は、携帯電話 Fの液晶画面が携帯電

話 Eと同等の綺麗さになった状態)

以上のように、比較意見文は現商品の不満点と改善状態

を与えてくれるので、商品開発に役立てることができる。

また、比較意見文は商品に関してだけでなく、様々な

対象について書かれる。我々は高齢者に適した対象につ

いての話題を提供し、高齢者のコミュニケーションの活

性化を目指す研究を行っている [1]。その対象と類似し

た対象に関しても言及された比較意見を利用して話し合

うポイントを提供することで、他の高齢者との会話接点

を持ち易くなり、コミュニケーションの活性化に繋がる

と考えている。

3 比較意見文抽出方式
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図 1: 提案方式の構成図

提案方式の構成図を図 1に示す。まず、提案方式は比

較意見文候補抽出において、文集合中の評価対象を表す

語と比較対象を表す語が含まれる 1文または連続する 2

文から、評価対象に関する評価表現と比較対象に関する

評価表現が含まれている 1文または連続する 2文を比較

意見文候補として抽出する。ここで、文集合は、掲示板

などへの商品使用者による書き込みの集合であり、評価

対象と比較対象はそれぞれ評価をしたい事物とそれに競

合する事物である。次に、肯定表現特定部において、比

較意見文候補に改善された状態が表現されているかを評

価表現を使って判定し、改善された状態が表現されてい

る比較意見文候補を抽出するために、評価表現のうち、
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少なくとも比較対象の評価表現が肯定表現である比較意

見文候補を抽出する。最後に、比較意見文抽出部におい

て、評価対象と比較対象に対する評価表現が比較可能な

評価表現であるか、及びその評価に差があるかを、比較

評価表現辞書及び評価の良し悪しの程度を数値化した評

価極性を使って調べる。比較対象の方が評価対象より高

評価を得ている比較意見文を抽出するために、比較意見

文候補の評価表現の評価極性の差が閾値以上である比較

意見文を選択する。

山崎ら [2]の方式では相互比較可能な評価表現を含ま

ない文も抽出されてしまうが、提案方式では比較可能な

評価表現の組を辞書に登録することで、山崎らの問題を

解決する。

4 評価実験と抽出結果
提案方式を実装し、携帯電話、製造メーカ、キャリア

に関する評価対象と比較対象を用いて、Yahoo!知恵袋の

データから比較意見文抽出を実施した。

Yahoo!知恵袋データの「>インターネット、PCと家

電 >携帯電話、モバイル」カテゴリーに含まれる質問

と、その質問に対するベストアンサーを紐付けて 1組と

し、質問とベストアンサーの組 125, 590組を比較意見文

抽出に用いた。データには 1, 070, 596文が含まれ、1組

当たり約 8.5文から構成されている。

また、比較され得る評価表現の対応付けを行うために、

既存の評価表現辞書を用いた [4]。使用した評価表現辞

書には、肯定評価表現 2569表現、否定評価表現 2132表

現、中立評価表現 2880表現が含まれている。肯定評価表

現、否定評価表現、中立評価表現に対して、それぞれ評

価極性として、+1、−1、0が割り当てられている。この

うち、評価表現辞書の肯定評価表現と否定評価表現を人

手で対応付けた比較表現辞書を用意して、抽出された文

中の 2つの評価表現に対して肯定評価表現と否定評価表

現の対応が付いていれば評価極性差が閾値以上であると

判定し、比較意見文の抽出を行った。人手で対応付けた

肯定評価表現と否定評価表現の対は 7, 879組であった。

Yahoo!知恵袋のデータを対象に、比較意見文の抽出を

行った結果の例を示す ([]は評価対象または比較対象、下

線は評価表現)：

• 携帯電話の型番

(a) [携帯電話 S]だとメモリースティックしか対応

してないので、今度の機種変でも S社じゃない

とメモリースティックは使えないし。[携帯電

話 H]なら MiniSDなので、次の機種変でも S

社以外の機種なら継続してMiniSD使えるし

• 携帯電話の製造メーカー

(a) [H社製品]は携帯電話Hで PCサイトビュー

アーが 使えるから PCと同じように検索を掛

けると沢山の情報が見られます。[P社製品]は

携帯電話PでPCサイトビューアーが使えない

為に、検索を掛けても情報が出てきません

• 携帯電話のキャリア

(a) 赤外線通信ですけど、D社→ [A社]は出来る

んですが A社→ [D社]が 出来ないんです

評価対象と比較対象が、携帯電話の型番の場合 1件、携

帯電話の製造メーカーの場合 2件、携帯電話のキャリア

の場合 10件、の計 13件が抽出され、抽出された比較意

見文から、改善の方向性がわかる比較意見文が抽出でき

ることが確認できた。

抽出数が少ない理由を調査するために、評価対象と比

較対象が含まれており、それらに対応する評価表現が存

在する意見文をデータのサンプリングによって調べた結

果、約 67,800文 (6.3%)含まれると考えられ、サンプリ

ングで得られた比較意見文から評価表現辞書に登録され

ている評価表現の不足と中立評価表現の多さが原因と推

測される。そのため、評価表現辞書に含まれる評価表現

の充実と、中立評価表現も含めて評価表現の対応付けを

することができれば、再現率を高めることができると考

えている。

5 まとめ
商品の改善に繋がる比較意見文を抽出する方式を提案・

実装し、Yahoo!知恵袋のデータから、携帯電話、携帯電

話の製造メーカー、携帯電話のキャリアを評価対象およ

び比較対象として、比較意見文の抽出を試みた。その結

果、107万文から計 13件が抽出され、商品改善に繋がる

比較意見文の抽出を確認できた。抽出数の少なさに関し

てデータを調査し、評価表現辞書への評価表現の追加、

中立評価表現も含めた肯定評価表現と否定評価表現の対

応付けが課題であると確認した。
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